
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22001122 年年 22 月月  TTEENNRRIIKKYYOO  第第 220044 号号  
 

天理教陽平分教会 

出雲市平田町7638 

0853-63-2806 

11日（日） 陽 平 元旦祭 

５5～7日 おぢば お節会 

18日（日） 

 

青年会 ハートクリーンキャンペーン 

（医大駐車場） 

10日（火） 檜 岡 春季大祭 

15日（日） 陽 平 春季大祭 

20日（金） 雲 陽 春季大祭 ・ 炊事当番 

24日（火） 大教会 春季大祭 

26日（木） おぢば 春季大祭・陽平 遥拝式 

31日（火） 

 

健康感謝ふれあいゲートボール大会 

 

11日（水） 陽 平 例祭 

14日（土） 

 

青年会 ハートクリーンキャンペーン 

 （医大駐車場） 

15日（日） 雲 陽 例祭 

10日（金） 檜 岡 月次祭 

15日（水） 陽 平 月次祭 

19日（日） 支 部 天理時報読者大会 

20日（月） 雲 陽 月次祭 

24日（金） 大教会 月次祭 

26日（日） おぢば 月次祭 ・ 陽平 遥拝式 

3月 1日 陽 平 春季霊祭 

 

昨年１２月、おぢばで教養掛を勤めさせて頂きました。 

毎日、ご存命の教祖にご挨拶を申し上げ、幼少時は虚弱だった私が、６０歳を迎えさ

せて頂けることに、ありがたい気持ちでいっぱいになりました。 

子供のころは、親に連れられ兄弟たちと教会に参拝し、親に教えられ、また導かれな

がら、育てて頂きました。２０歳の時、会社を辞めてあこがれだった修養科へ行かせて

頂きました。自ら道を求め、何もわからないまま、ひたすら動き回った時期でした。 

４０歳で教会長のお許しを頂き、家族や道の仲間、そして信者さん方に支えられなが

ら、道の御用、旬の働きに一生懸命勤めさせて頂きました。 

暦は６０年で一巡し元に戻ります。私自身のこれから先の歩み方を思案していると、 

「信仰の元一日に思いを致し、ご恩報じに徹しよう」 

山陰大教会創立１２０周年記念祭の合言葉が頭に浮かびました。 

教えの基本を大切に、日々にひのきしんの態度を心がけ、喜びと感謝の心で、ご恩

報じに勤めさせて頂き親神様、教祖にお喜び頂けるよう、皆さんと共に、歩ませて頂き

たいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22001122 年年 22 月月  TTEENNRRIIKKYYOO  
 

第第 220044 号号  
 

 

ハハーートトククリリーーンン  

キキャャンンペペーーンン  

日時：３月４日（日） 

午前１０時から 

場所：医大・駐車場 

内容：ゴミ拾い 

一一緒緒にに参参加加ししまませせんんかか？？  

 

おぢばがえり 

親神様、教祖が 

私たちが帰るのを 

お待ち下されています。 

家族で、友人知人と、 

おぢばがえりしませんか？ 

日程等、教会まで 

ご相談下さい。 

天理時報読者大会 

日時：２月１９日（日） 

午前１０時～正午  

場所：出雲市体育館 

講師：中田
な か た

 善
ぜん

亮
すけ

先生 

どなたでも入場できます。 

ぜひ、お出掛けください。 

～ 暮 ら し に 活 き る ～  

お や      こ と ば  

「「神神様様
かみさま

ががききっっとと助助
たす

けけてて下下
くだ

ささるるでで。。心心
こころ

変変
か

ええななささんんななやや。。  

ななんんででももとと思思
おも

ううてて、、ここのの紐紐
ひも

放放
はな

ししななささんんななやや。。」」  

教祖伝
きょうそでん

逸話篇
いつわへん

一九九「一
ひと

つやで」 

  

  

明治１５年、２度目のおぢば帰りをしたあるご婦人の持病が悪化しました。それ

をご覧になった教祖
おやさま

のお言葉です。 

神様を信じる、神様とつながるということを「紐
ひも

」に例えてお話下さいました。 

そのご婦人は、持病を抱えたまま、人だすけに歩き続けられますが、明治１９

年、またもや悪化して、医者からも「今度は死ぬ。」と言われてしまいます。 

しかし、数日後に意識が戻り、長年苦しんだ持病もすっきり治るという不思議な

ご守護を頂かれます。 

ご婦人が、「きっと助けて下さるで。」の言葉を信じ、心を変えずに通られた姿を、

神様がお受け取り下されたのです。 

私たちの前にある、神様とつながる「紐」をしっかりと掴み、教えを素直に実行さ

せて頂くならば、その紐は、頑丈な「命綱」となるにちがいありません。 


